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Hydro-Debris2Dモデルの山岳流域土砂生産予測への応用

Application of Hydro-debris2D into sediment yield prediction from

mountain watershed
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　水文土石流モデル(Hydro-debris2D)の阿蘇山を含む白川流域への応用を行なった。水文土石流モデルは、浅

水流方程式による表面流モジュールと、速い中間流モジュールに、土石流・土砂輸送モジュールを融合させた

モデルであり、本モデルを用いて広島や伊豆大島の土石流災害の再現を行なっている。昨年度より阿蘇山の斜

面崩壊予測を行なったが、実際の状況より崩壊が過大評価となった。その原因は、パラメータに広島での土石

流災害のものを用いたためであり、土壌情報を反映したモデルパラメータの改良が必要である。土砂生産量に

ついては、下流域の土地利用状況を鑑みると、森林による被覆の土砂生産への影響が大きくなっており、これ

についても推定値が必要となる。
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